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 令和3年9月29日に介護老人保健施設にて敬老会を行いました。 

 今年度も新型コロナウイルス感染症対策の観点から、感染予防を行い 

各フロアごとに開催しました。 

 今年は、還暦(60歳)1名、古希(70歳)1名、喜寿(77歳)4名、傘寿(80歳)5名、 

米寿(88歳)15名、卒寿(90歳)7名、白寿(99歳)1名の方々が表彰されました。 

100歳以上の方は5名いらっしゃり、最高齢はなんと106歳です。 

 来年もお元気で敬老の日を迎えられることを職員一同願っております。 

 大道芸人さんが来てくださいました！ 

 地域福祉課の職員で、あだ名は「もっぴー」です。 

風船を使ったバルーンアートやボールを使った   

ジャグリング、皿回しなどを楽しみました♪ 

 風船でお花や動物ができ上がり、皆さん驚いて 

いました。 

 

通所介護・通所リハビリ 

 映像で、長寿の節目の

方々が20歳の頃に流行っ

た歌や当時の写真を見ま

した。皆さん懐かしそうに

見て下さっていました。 

２階入所 

 手作りの劇「花さかじいさ

ん」を行いました。職員の

迫真の演技に、皆さんから

笑いが起き、楽しまれてい

ました。 

３階入所 

 手作りの大型紙芝居をお

楽しみいただきました。 

皆さんうなずきながら集中

して見て下さり、和やかな

雰囲気でした。 

長寿の紹介 

 八頭司 チヱコ様 (106歳)  山本 ツイ様 (105歳) 

敬老お祝いご膳 

 

   可愛い重箱には、お赤

飯が入っていました。特に

梨は「季節の物が食べら

れて嬉しい」と好評でした。 

    お品書き 

 ★赤飯  ★清汁 

 ★鮭の塩麴焼き 

  ★茶碗蒸し 

 ★ほうれん草と人参の 

  青じそ和え  

★梨     

 
元気に過ごすことが 

できるのは、皆様のお

かげです。 

ありがとうございます。 

 エリアのような良い所で

過ごすことができて、 

感謝しております。 

これからも元気で過ご 

せるよう頑張ります。 



 

 皆さんは「BCP」という言葉を耳にしたことはありますか？ 

 「BCP」とは事業継続計画（Business Continuity Plan）の頭文字を取った言葉です。企業や団体が災害など 

の緊急事態が発生した際、損害を最小限に抑え、事業の継続や復旧を図るための計画

のことで、当施設でも本計画に基づき毎年各部署で研修や訓練を行い、日頃からもしも

の場合に備えています。 

  今回は、「ケアサービス課」と「総合相談課」のBCP研修・訓練についてご紹介します。 

      

     

                                  

 総合福祉エリアでは、毎年2回、防災訓練を実施しています。この訓練は、ご利用者や職員等、総合福祉エリ

アにいる人達の生命及び身体の安全を守るために、総合福祉エリアの全職員が参加しています。                                                         

 今回、令和3年9月に実施した訓練では「火事の発見」「火災報知器のボタンを押す」「初期消火」「職員による 

避難誘導」「災害対策本部への報告」など、火災が発生した際の一連の流れを確認しながら行いました。 

 また、避難誘導訓練後には、水消火器を使った「消火訓練」も行いました。 

 今後もこのような訓練を通して、いざという時、迅速かつ冷静に消火や避難誘導が出来るよう、日頃から災

害に備える取組みを行ってまいります。 

 

 

２階バルコニーへ避難 本部長へ避難者数を報告 消火器の使い方を指導 いざ、消火！！ 

～ケアサービス課 BCP研修～ 
 

 8月17日、大規模地震や風水害、感染症等が発生

した場合の職員の参集方法や部署ごとの対応手順

の確認を行いました。新型コロナウイルス感染症へ

の対応についても改めて確認を行いました。 

 また、今後はEメールを用いた安否連絡訓練を実

施する予定です。 

～総合相談課 BCP研修・訓練～ 
 

 10月14日・15日、課内職員を対象に、研修及び訓

練を実施しました。研修では、大規模災害発生時の

流れや参集方法等について再確認するとともに、地

域における「避難行動要支援者」への対応について

学習しました。 

 また、災害発生時、速やかに職員の安否を確認す

るため、携帯電話を用いて模擬訓練を行いました。 

 研修の様子 安否報告訓練  研修の様子 研修スライド資料 

≪避難誘導≫ ≪消火訓練≫ ≪災害対策本部への報告≫ 



 

              

  

       

  

 

 

 今回は、スポーツの秋に関連して、「ウォーキン

グ」についてご紹介いたします。 

 「近頃巣ごもり生活が続き、お腹周りが気にな

る・・」「コロナ禍で外出の機会が減った・・」など、

運動不足にお悩みの方にぜひオススメです！ 

 ウォーキングは、特別な準備や道具・施設を 

必要とせずに「いつでも」・「どこでも」・「手軽に」 

取組め、心身の健康づくりに効果的なスポーツで

す。皆様もこの機会にぜひ始めてみてはいかが

でしょうか？  

●ウォーキングの効果 

①生活習慣病の予防 

 有酸素運動によって、呼吸・循環器系が鍛え

られます。また、代謝が盛んになるので肥満予

防につながります。  

②転倒・腰痛予防 

 歩くことで足腰の筋肉が鍛えられ、腰痛の予

防・解消に効果が期待できます。また、バラン

ス感覚も養われ転倒予防にもつながります。  

③ストレスの低減 

 全身の血行がよくなり、自律神経の働きが整

います。また、リズミカルな刺激が脳に作用し

て気分が爽快になり、ストレス低減効果が期

待されます。  

 ★ウォーキングを楽しむための３箇条 

 

 その一 家族や友人・知人と歩くべし 

 その二 マイコースを作るべし 

 その三 四季折々の景色を楽しむべし 

知って得する！！ 介護のワンポイントアドバイス 「安全な移動」 編 
 

  寒くなり、日向が恋しくなる季節になりましたが、いかがお過ごしですか？ 

 寝室やリビングへ移動する際、一人で移動することが難しい場合には、その人が持っている「できる」力を 

 活かしていくことで「移動動作」の自立が可能になっていきます。 

【杖を使った歩行時のポイント】 

 【手を引きながら歩行をする際のポイント】 

 

 

×  介 助 者 は、下 か

ら腕を支え、脇を締

め、自分の腕に掴

まってもらいながら

進むのがポイント

です。 

 相手の斜め後ろに立ちな

がら支えることで、つまずい

たり、ふらついたりしたとき

に、転倒を防ぎます。 

 相手の不自由な足側の斜

め後ろにつきながら、支える

ことが大切です。 

 例えば、右の写真のよう

に、左足にけがをしている

際、介助者は相手の左斜め

後ろに立って支えます。 

 距離が離れた状態で、

手首だけをもってしまう

と転倒しそうになった際

に、支えられない可能性

があり危険です。 

介助者 

介助者 



 

  

 
               

            

 

                  

 
 

 

 

     

（お問合せ） 

〒355-0005  

東松山市大字松山2183番地   

TEL 0493-21-5556   FAX 0493-25-3305  

ホームページ http://www.smile-shakyo.jp/ 

Facebook https://www.facebook.com/fukushiarea 

ひがしまつやま市 

総合福祉エリアは 

「Fun to Share」に 

取組んでいます。 

QRコードから簡単にアクセスできます 

社会福祉法人東松山市社会福祉協議会 

① 蹴球   ② 塁球   ③ 庭球   ④ 闘球     ⑤ 羽球 

 

⑥ 籠球   ⑦ 孔球   ⑧ 排球   ⑨ 鉄人三種競技 ⑩ 拳闘 

 

  

「 答え 」は下を↓↓ 

編集後記 

「ぱッ！えりあ」第79号はいかがでしたでしょうか？ 

色とりどりの落ち葉を踏みしめながら公園を散歩する

のが、楽しい季節となりました。ちょっと外へ出掛ける

だけでも手袋とマフラーが手放せなくなりますね。 

朝晩の冷え込みが厳しいこの季節、健康

にはくれぐれもご留意ください。（O） 

 

チャレンジしてみよう！ あたまの体操コーナー 

 今回は、介護老人保健施設 リハビリ職員の 

 「橋本さん」です。 

●入職して何年目ですか？ 

 4年目です。 

 仕事内容は、通所・入所のリハビリ業務です。 

●福祉の仕事を志した理由を教えてください。 

 病院でのリハビリ業務経験があり、担当して

いた方が退院した後、自宅でどのように過ごさ

れているか興味があったので、介護老人保健

施設での仕事を志しました。 

●好きなことや趣味は何ですか？ 

 海釣りが好きで、休日はよく出かけていまし

た。現在は、自宅で映画を見ることが多くなりま

した。 

●最後にひと言お願いします♪ 

 今後もご利用者の在宅生活を 

サポートできるよう努めていきます。 

体操❶ 東京オリンピックの競技種目を漢字にしてみました。わかりますか？ 

※市民福祉センターでは計算問題など色々な脳トレプリントを配布しています。 

体操❷ □のなかには、動物が入ります。漢字を入れてください。 

① □の手も借りたい  ② □の耳に念仏       ③ □に真珠 

 

④ □も木から落ちる  ⑤ □が豆鉄砲を食ったよう ⑥ 逃がした□は大きい    

 

⑦ □に鰹節      ⑧ 袋の□         ⑨ □□の子落とし    

頭の体操❶のこたえ①サッカー②ソフトボール③テニス④ラグビー⑤バドミントン⑥バスケットボール⑦ゴルフ

⑧バレーボール⑨トライアスロン⑩ボクシング 頭の体操❷のこたえ①猫②馬③豚④猿⑤鳩⑥魚⑦猫⑧鼠⑨獅子 

 ご利用者の方に、職員をもっと身近に感じて

いただくために、インタビュー形式でご紹介して

いきます。 


